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PC-904の 臨 床 的 検 酎

島 田 馨 ・稲 松 孝 思

東京都養育院付属病院

新 しい合成 ペニシ リンPC-904の 高齢患 者11名 での

臨床検討成績 を報告す る。

対象患者,投 与量,投 与方法,投 与期間,臨 床成績,

副作用な どは一括 してTable 1に 示 した。全 例 が当病

院の高齢者で(男 子5名,女 子6名),年 齢は60歳 台2

名,70歳 台7名,80歳 台2名,最 高齢者は症例3の86

歳であ る。

治療の対象 となった感染症は,敗 血 症1例(症 例1),

肺炎7例(症 例2～8),気 管 支拡 張症1例(症 例9),

尿路感染症2例(症 例10,11)で ある。

単純 な感染症は症例2の 肺炎だけで,残 りの10例 は

いずれ も感染症治療に不利 な条件を宿主が有 してい る例

であった。すなわち,症 例1は 大腿頸部骨折 のため寝た

きりの状態で大 きな褥瘡が仙骨部に発生し,そ こか ら敗

血 症とな った例であ り,症 例3は 胸椎圧迫骨折で脊椎の

前蟹が強 く,肺 気腫を伴 って胸部呼吸運 動が極 めて制限

されている例,症 例4は 正常髄液圧性水頭 症のため四肢

マ ヒ,言 語障害,誤 嚥があ り,加 えて陳旧性肺結核によ

る胸膜肥厚 の著 明な例,症 例5は 仮性球 マヒのため嚥下

性肺炎を反 覆 してい る例,症 例6は 糖尿病 と水腎症があ

り,症 例7は 末期 の肺癌に合併 した肺炎.症 例8は 数年

経過 した多発性骨髄腫に合併 した肺炎,症 例9は 約30

年気管支拡張 症に罹患 し,そ の間左下葉 切除 をも受けた

が,右 中葉,下 葉に も気管支拡張 症があ り,遷 延 した慢

性感染症の結果と推定 され るSweet症 を合併 している

例,症 例10は 痴呆 と糖尿病お よび これに起 因した神経

因性勝胱で失禁状態 の例,症 例11は5年 の既往を有す

る末期の悪 性黒色腫で脳,肺,肝,リ ンパ節,脊 椎骨な

どに広般な転移が あ り,圧 迫性脊髄炎を起 こしていた例

であ る。

起炎菌は症例1の 敗血症は緑膿菌であ り,症 例9の 気

管支拡張症は感染の急性増悪 の時にはいつ も緑膿菌が多

Table 1 Clinical evaluation of PC-904
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数喀痰中に出現 し,緑 膿菌 の消長 と症状 とが並 行す るた

め本菌を起炎菌 とした例で,症 例10,11の 尿路 感染症

は大腸菌,変 形菌あるいは腸球菌に よる複数菌感 染例で

あった。なお,肺 炎7例 の うち 明かに起炎菌を同定 し得

たものは症例6の 黄色ブ菌性肺炎の例で,本 例は常時喀

疾中に黄色プ菌が検 出され,経 気管穿刺で採取 した疾 か

らも本菌が純培養 され,DMP-ペ ニシ リンで始 め て奏効

した例である。また症例4は 喀痰でPs.maltophiliaが

純培養状に証明されているが,他 の5例(症 例2,3,5,

7,8)は いずれも常在菌だけ,あ るい は常在菌 と腸内細

菌が培養され,充 分に起炎菌 を決定で きなか った例であ

った。

PC-904の 使用 量 は1回0.5gか ら1g,2gで,投 与

回数は全例1日2回 であるが,症 例6だ けは 後に1g1

日2回筋注3日 間で無効のため1日3回 に増量 したが,

菌の感受性試験で本剤に無効と判 明したため1日 で他剤

に変更した。投与経路は点滴静注が5例 でこの場合1～

29を200m1の 生 食,ソ リタTs,ラ クテ ックGな ど

の点滴液に溶解し,2時 間で点滴 した。筋注では0.5%

リドカイン液,あ るいは生食 で溶解 した。なお,投 与期

間は2日 ～14日 にわたっている。

臨床効果は敗血症では熱型 によ り,肺 炎は胸部 レ線写

真,喀 痰量と性状,熱 型,CRP,白 血球数,気 管支拡張

症では喀痰の細菌検査成績 と喀痰量,外 観の性状か ら,

尿路感染症では尿培養成績 と尿 沈渣所見か ら判定 した。

有効であった症例1の 緑膿菌性敗血症は,従 来褥瘡 か

ら繰膿菌,腸 球菌,Bacteroides fragilisが 分離 され

37℃ 台の発熱が出没 していたが,1976年10月16日40

℃ の高熱があ り,血 液培 養で緑膿菌が検出 さ れ た。本

菌はGMに 感受性を示 したのでGM1mg/kgを1日2

回5日 間筋注したが,37～38℃ 台 の弛張熱が続 くため,

22日 か らPC-9041回1gを ソ リタT3200mlに 溶

解し2時 間かけて1日2回 点滴 した。2日 後の24日 に

は完全に解熱して以後PC-904投 与中は平熱に経過 し,

14日 間で治療を中止 したが,褥 瘡 感染が再 燃 し,PC-

904中 止6日 後か ら再び37℃ 台の発熱が出没す る よう

になった。全経過を通 じて血 沈 は1時 間値100mm前

後,CRPはPC-904投 与前が7+,投 与終了時 が5+

と高値を しめしていたが,褥 瘡 の存在を考慮すればやむ

を得ない ことと考えられ る。

肺炎7例 中有効4例,無 効3例 で,こ の うち2例 が死

亡している。死亡例はいずれ も肺癌,多 発性骨髄腫 の末期

に合併した肺炎で,PC-904の 投与期間 も肺癌例 では5

日,多発性骨髄腫例では2日 と短期間であった。また無効

であった黄色プ菌性肺炎例(症 例6)は 起炎菌がPC-904

に耐性であったため,始 めか ら本剤の適応 はなか った例

である。

気管支拡張症に緑膿 菌感染をお こした症例9は,喀 痰

の定量培養で も治療 荊106/mlの 緑膿菌が治療 後 も107/

mlと 不変であ った。また尿流障害を ともな う尿路 感 染

の2例 は,0.591日2園 の筋注を5日 間行な うことで,

細菌は消失 し尿の所見 も改善 した。

PC-904の 使用に際 しヘモグ ロビ ン,赤 血球数,白 血

球数,血 小板数,白 血球百分率,GOT,GPT,A1-P,LDH,

BUN,血 清 クレアチニン値の変動を観察 したが,症 例6

ではPC-904投 与前にHb14,69/dl,R464万 であった

ものが,投 与5日 目にHb12.39/dl,R391万 と赤血球

数が約70万 減少す る貧血がみ られた以外,他 の例では

上記 の検査項 目で有意 な変動はみ られなか った。なお,こ

の症例6の 場合は,こ の時期が黄色プ菌 による肺炎の劇

症期 であったため,こ れが感染症に ともな う貧血かPC-

904に よるものかは判然 としない。少な くとも溶血を示

唆す るよ うな黄疽 やLDHの 上昇はみ られ て い なか っ

た。 また本例はPC-904点 滴投与中に静脈炎を起 こした

が,PC-904を 中止 して他 の静脈にDMP-ペ ニシ リン点

滴を行な った時期 に も次 々に点滴部の静脈に静脈炎が発

生 した。症例11で はPC-904使 用時期に腹部膨満を訴

えたが,こ の時期 には悪性黒色腫の転移に よる腹膜炎が

存在 してお り,こ の症状 も原疾患に由来 した可能性が強

い と考え られ る。

考 察

以上の成績を通覧す ると,症例が全例 高齢者であ り,し

か もそのほ とん どが生体の感染防御 に不利な要因を有 し

ていた集団であることが まず注 目され る。 この ような悪

条件下の宿主に対 し,PC-904が1日1～4gの 投与で11

例中7例 に一応 の臨床効果をあげ得 た成績であ った。 と

くに注 目されるのは症例1の 緑膿菌敗血症例であ る。緑

膿菌敗血症は死亡率が高 く当院でのこれ までの緑膿菌敗

血症13例 の うち7例 が死亡して死亡率は53%に 達 し,

起炎菌別にみた敗血症では真菌性敗血症を除 くと本菌に

よるものの予後 が最 も悪い1)。悪 性腫 瘍に合併 した敗血

症364例 を解析 したSINGERら も,緑 膿菌敗血症の死

亡率は54.3%と 著者 と同様の成績 を報告 して い る2)。

こ うい う予後,重 篤 な本 疾 患にPC-9041日2gで 効

果をあげ得た ことは,本 剤が緑膿菌敗血症 治療の有力な

武器 とな り得ることを示唆 している。

なお,CETの 例 をみ るまで もな く8),高 齢者では肝の

capacityの 減少,腎 硬化症な どのためPC-904の 血 中

濃度,体 内動態が これ まで成人で検 討 された成績 と異な

って くることが予想 され る。 とくに緑膿菌感 染の頻度の

高い高齢者 に対 しては,改 めて体内動態を検討 の うえ適

正 な用 量を設定す ることが望 ましいと考 える。
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CLINICAL EVALUATION OF PC-904 IN ELDERLY PATIENTS

KAORU SHIMADA and TAKASHI INAMATSU

Tokyo Metropolitan Geriatric Hospital

PC-904, a new synthetic penicillin, was evaluated in eleven elderly patients (one patient with
septicemia, 7 patients with pneumonia, 1 patient with bronchiectasis, and 2 patients with UTI). Ten
out of these 11 patients had some compromised defense mechanisms.

Seven patients responded satisfactorily and 4 patients failed to respond.
In regard to Pseudomonas infection, the patients with septicemia favorably responded with a drip

infusion of 1 gram of PC-904 for 2 hours twice a day for 14 days. Another patient with bronchiectasis,
Pseudomonas persisted in sputum during the course of 0.5 g PC-904 therapy, given intramuscularly
twice a day for 5 days.

No significant adverse effect was noted in this series.


